






要旨:小児慢性特定疾患の神経・筋グループに入る疾患のうち、West 症候群について、特

に予後不良とされる症候性 West 症候群について当科プロトコールによる ACTH 治療の成績

を検討した。その結果、初期効果は 88%で発作消失し、最終効果でも 80%で発作が消失し

ていた。また 56%で発作が消失期間 2 年以上を維持していた。われわれの方法では発作消

失維持期間が長く、発作を抑制することが発達の向上にも効果を示しており、症候性 West

症候群に推奨されるべき方法と考えられる。


